






要約:訪問指導に関するアンケートを、地域保健所の保健婦と 1995 年一年間に当セン夕ー

へ入院した極低出生体重児の両親ヘ行い、新生児センター入院時、および退院後の情報の

流れについて検討した。極低出生体重児の訪問指導を 90%以上の例に行っているのは 75%

の保健所で、また保健婦による訪問を受けた家庭は 63.5%であった。訪問を受けた家庭で

は役に立ったと評価しており、より多くの家庭で行われることが望まれている。そのため

には情報の内容整備、また保健所などへの安定した情報提供システムの確立が必要だと思

われた。


